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インフルエンザが流行して１，２年生の９クラスが学級閉鎖になり、大変心配しました

が、今日無事に２学期を終えることができてホッとしています。 

この１年間を振り返って、皆さんに取って一番の思い出はなんでしょうか？何に一番頑

張ってチャレンジしたでしょうか？  

皆さんは、将来社会に出て世の中の為に貢献することになるかと思いますが、その時に

必要なことは何だと思いますか？ 

様々な知識・技能も必要です。様々な能力も必要だと思います。そして、チャレンジ精

神だと思います。 

医者へのある調査で、何人もの医者がこのように言っています。 

「医者という仕事をしていると、患者が亡くなる時期を一緒に過ごすことが多い。その

とき、患者は自分の人生を振り返って『～をしなければよかった』と、やったことを後悔

する人はほとんどない。反対に、『あの時、～をやっておけばよかったなあ』と、やらな

かったことを後悔する人は多い」 

やらなかったことを後悔する人が多いということは、やらなかった人が多いということ

です。また、やっておけばよかったと思うのは、やる気になればできたとことであるとい

うことだと思います。やる気になればできたのに、できなかった人が多いということでし

ょう。 

これは、例えばジグソーパズルがほぼ完成しているのに、あと１つなかったらどう思い

ますか？１つ２つのピースがなかったら満足できないでしょう。ピースが見つからず、未

完成のままというのに似ていると思います。素晴らしいパズルが完成するのに、最後のピ

ースがないばかりに満足できないということかもしれません。 

私たちが「チャレンジしたいこと」は自分の人生の素晴らしいパズルの大事なピースで

はないでしょうか。 

チャレンジして万一失敗しても、最後には、その一つ一つが人生の大事なピースになっ

ている。と思います。 

「現在」を英語で「present」（プレゼント）と言います。「贈り物」という意味のプレ

ゼントと言葉は同じです。毎日当たり前だと過ごしていることでも、実はありがたいプレ

ゼントと考えることができるのではないでしょうか？ 

明日から冬休みですが、日頃の行動や１年間の行動を見直す機会にするとともに、新年

の目標、何にチャレンジするかをしっかりと決めて欲しいと思います。いろいろなことに

チャレンジして、自分の人生のジグソーパズルを完成してください。 

「一年の計は、元旦にあり」と言われます。１年間の計画や目標は、年初めの元日の朝

である元旦に、「今年の目標は〇〇する」とか「今年は●●にチャレンジする」など、心

に刻んでください。 

３年生は高校生活最後の冬休みです。これから進路を決める人は、どれだけ自分に打ち

勝てるかが勝負の分かれ目です。一生で一番しんどい時期かと思いますが、チャレンジ精

神を忘れず、乗り越えてください。 

自分に負けず、健康や自分の命を大切にするとともに、ＳＮＳの使い方にも十分気を付

けて、人に対する思いやりを持って過ごしてください。また新年にお会いしましょう。 


